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巻　頭　言

理事長　岸　保　勘三郎

　第22期の理事会は本年7月の理事改選により，あと6

ケ月後には次期理事会にバトンタッチをすることになり

ました．率直にいって今期の理事会は100周年記念事業

の実施とその後始末に明け暮れしたと思います．しかし

曲がりなりにも今日まで学会の運営ができましたこと

は，会員の皆様の御支援と御協力の賜物だと深く感謝す

る次第です．

　学会は一昨年の100周年記念事業を実施し，現在，21

世紀に向けて新しい時代を迎えようとしています．長期

計画委員会では，1960年代，1970年代と，その時代時代

に応じて学会の長期計画の立案，見直しをしてきまし

た．1970年代の長期計画案の要旨は1983年のr天気」10

月号に掲載されていますが，残念ながら紙数の関係上，

その“まとめ”しか掲載されていません．ここではr天

気」に掲載されなかった原案の一部を引用しながら，学

会の会員数の動向に関連したことを少し述べてみたいと

思います．

　1972年の長期計画委員会の案によれば，1970年には約

2，400名であった国内個人会員数を1980年には，4，000名

にすることを目標としています．そのためには1980年頃

までに気象庁関係者300名，気象学講座のある大学関係

者100名，気象に関連した他官庁研究所，民間企業の研

究者700名，一般会員450名位の会員数増加を期待してい

ます．これに対し現在の国内個人会員数は目標の4，000

名には達していませんが約3，700名（但し，団体会員，

外国人会員を含めると4，400名）となり，また現在まで

の会員数増加の内訳は1972年の長期計画委員会の期待し

たような数字で増加しています．

　ここで強調したいことはここ10年間に，気象に関連し
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た官庁研究所，民間企業の研究者や一般会員に大幅な会

員数の増加があったことです．このことは，気象学会の

会員層がいろいろな分野に拡がりつつあることを示して

います．

　このような過去10年間の会員増，会員の層の多様化を

考えますと，今後の学会運営には今迄通りの気象学会と
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してではなく，いろいろな階層の集合体として，少しづ

つ新しく運営を考え直していく必要があります．そのた

めには今後地域研究に密着した学会の支部活動の一層の

強化，学会機関紙r天気」の内容を一段と興味あるもの

にしていくこと，が大切になってくると思います．r天

気」は1982年の100周年記念特集は別として，現在財政

上の制約で頁数の制限があり，掲載記事も会員の要望を

充分に満たしていない現状だと思います．しかし今後財

政面で可能な限り頁数をふやし，また内容も面白く，気

軽に読めるようなものにしていく必要があると思いま

す．理想をいえば，r天気」を読んでいれば細かい事を

知らなくても，気象界の動向の大筋はつかめるといった

時代にしたいと思います．r天気」の編集部では，例え

ば新聞，週刊誌等で読物風な記事としてよくとりあげら

れている“エル・二一ニョ”，“エルチチョン火山爆発”，

“酸性雨”といった解説記事などを学会機関紙という別

の立場からとりあげてみたいという抱負も持っていま

す．これは一つの例ですが，その他の解説についても編

集部では一般会員のためにいろいろと多面的な編集を考

えています．しかしそのアィデアを生かすためにはr天

気」増頁の財政的裏付け，解説のうまい執筆者を探し出

すといった問題が残されています．学間的には正しく，

内容的にも面白いといった解説を書いて下さる執筆者を

3



　4

探し出すという事は言うは易く，実行は大変困難さを伴

うことなのです．

　次にr気象集誌」のこともひとこと触れておきたいと

思います．r気象集誌」はr天気」とちがい，外向きの

学会のひとつのシンボルであり，世界の気象関係者との

交流という面も持っています．最近r気象集誌」は投稿

論文数も増え，1981年からは年間900頁の印刷物になり

ました．1970年代は投稿論文も少なく，年間600頁の線

を維持するのがやっとでした．しかしここ3年間，外国

の会員からの投稿がふえたこともありますが年間900頁

の線を維持しています．英国の学会機関紙Qμarterly

Joumal　of　Royal　Meteorological　societyが年間約1，000

頁である事を考えますと，印刷頁数は大体英国気象学会

の機関紙と同じ位になったと思います・頁数のみで研究

の質を論じる事はでぎませんが，今後とも是非この位の

論文発表数は確保し，同時に質の向上にも努力．したいと

思います．

　以上いろいろと決意じみた事を書きましたが，学会運

営について今後とも会員の皆様の御協力を切に期待いた

します．

日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

月例会「長期予報・大気
大循環」

日本気象学会昭和59年
春季大会

第20回理工学における同
位元素研究発表会

第10回国際生気象学会議

Twelfth　Intemational
Laser　Radar　Conference

開催年月日

昭和59年2月23日

昭和59年5月23日～25日
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1984年8月13日～17日
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日本気象学会

Int．Radiation　Commi－
ssion（IR．C）

Committee　on　Laser
Atmospheric　Sensip9
（CLAS）

場 所

気象庁内

気象庁

国立教育会館

順天堂大学有山記念館・
医学部

A元x－en－Provence，France
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